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 製品X の保守開発( 不具合修正 )において、
プロセスの改善が持続するようになったPDCAサイクル
定着までの歩みを紹介します。

 メンバに対しては、気が付けば 
「これをPDCAっていうのかな」 と思うようなソフトな
導入の仕方が一番スムーズです。

1. 本発表の主旨 ～気が付けばPDCA～
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2. 背景 : 製品Xの既知不具合の推移(1/4)

 プロジェクト着任時( 2011年7月)
 製品Xの品質改善が重点課題でした。

2011年7月
(松田)着任時

2007年10月
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2. 背景 : 製品Xの既知不具合の推移(2/4)

 その後3ヶ月間、さらに不具合総数は成長を続け....

2011年10月

ヤバイ、「頑張って」で
なんとかなる状況ではない

引き継ぎを受けつつ
開発スタイルを見る

2ヶ月に 1回、VersionUpして
不具合を減らしていく計画
ですが。。。

2011年7月
(松田)着任時
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2. 背景 : 製品Xの既知不具合の推移(3/4)

 2011年10月から、プロセス改善に取り組みました

2011年10月
プロセス改善に着手

2013年07月

不具合総数が下降トレンドに転換・定着

一体何が？？？？

2011年7月
(松田)着任時



P.7／22Ingenious Dynamics Copyright(C) 2012 Sumitomo Electric Information System

2. 背景 : 製品Xの既知不具合の推移(4/4)

増加要因の(1)は製品が継続的に売れると発生し続ける
増加要因の(2)は発生個数は(1)に比べれば微小。

増加要因 減少要因

(1) 顧客数(導入先数)増加
     使い方が多様化し、
　　 潜在不具合が顕在化する

(2) 修正が新たな不具合(デグレ)
     を埋め込む

(1) 不具合修正して
　　 バージョンアップ>
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3. まずは現状把握(1/3)
 とりあえず、現状を知ることから始めよう

 2011年10月31日 第一回振り返り会
メンバ: PM(前任 + 松田 ) + プログラムチーム

→ 10個ほど「困っていること」が出てきた。 

★特に★
(1) レビュー会の開始時間が遅れる…時間切れで修正が進まない

　　　レビューが完了しないとソースコミットできない。
　　　 → 時間を厳守するようにします。

(2) レビュー会の議事録が発言録 … 何が決まったのか不明 
　　　次回のレビュー会でもどうどう巡り
      → 発言録からToDoリストへ整理・整頓( 次ページへ )
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2011-07-01
1. ○○した方が良い(A氏)
2. ××だと思う(B氏)
  …

取組の主な内容 :  レビュー議事録の改善

      Before : 発言録
       ・対応漏れが散見される
　　   ・進捗状況が把握しにくい         

　  After : ToDoリスト化  
　　 ・対応漏れを解消         

2011-07-10
  1. ▲▲は考慮していますか(C氏)
        …

誰が、何をしたらいいの?

3. まずは現状把握(2/3)
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3. まずは現状把握(3/3)

 2011年12月07日 第二回振り返り会
メンバ: PM(前任+松田) + プログラムチーム

1. 前回の取組みの振り返り

    (1)時間を守る → まあまあできた
    (2)議事録を発言録からToDoリストに → 効果あり
        → 効果があった発言があったので、継続する宣言!!

2. 数字で表現してみる

    直前のリリースは約○○人日で不具合修正××件を設計
    → 設計は 1.5人日/件と換算できるのでは?  

注意、「反省会」と言うと、お通夜みたいです。
         「振り返り会」と言ってください。前向きな気分になります。
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4. 第一ステップ: 仮説と検証(1/2)
 毎回の削減計画を立てよう

→人に納得してもらうには、数字が一番分かりやすい

(1) 仮説 : 不具合修正 設計 =  ▲▲人日/件 
     → Aさんは20日あるから13個、
        Bさんは18日あるから12個ね。 

(2) さりげなく刷り込み開始

     「2ヶ月に1個、小さな改善を身につけていったら、
　　  １年たったら6個はステップアップしてるよね..」
     (毎回何か取り組みテーマを追加する)
      ・前回は「時間を守る」
　   ・今回は「修正箇所の仕様書の有無チェック」を追加
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4. 第一ステップ: 仮説と検証(2/2)
 2012年02月07日 第三回振り返り会

平均
設計時間

平均
テスト時間

仮説 12.0Hour 8.0Hour

実績 13.0Hour 6.5Hour

仮説(やってみよう) → 検証(確からしい) → 既成事実化 → 計画立案

(1) 検証： 設計1.5Day/日、テスト 1Day/日という仮説は確からしい

     → 年間で○○人日確保すれば、××個不具合削減できる
          と計画が立てられそう。

・仮説を検証してみる    
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5. 第二ステップ: 仮説と検証を継続(1/3)
 振り返り会の都度、増やしてきた取り組み

2か月に 1つ、取り組みを増やしていく。

No 取り組み内容 状態

1 会議開催時間、納品時刻を守る。 継続

2 議事録はToDoリストリストにして完了まで管理する 継続

3 不具合修正 1個あたりの平均設計時間から計画を割り振る 継続

4 チーム内でCI( Code Inspection )をしてからレビューを受ける
→ 規模が大きいと判断したものに事前CIを限定する

変更

5 バイナリ以外のファイルがリリース漏れしない仕組みを運用する 継続

6 ソースコミット時に設計書も合わせておく 継続

7 不具合修正時は、不具合の画面ダンプを掲載して before/afterを
明示する

継続

8 リリース日 お昼12:00にリリースを完了させる 継続

効果が出なかったものは、潔く変更、撤退する
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5. 第二ステップ: 仮説と検証を継続(2/3)
 「気が付けばPDCAになっていた」を目指す

P : 計画　＝ 仮説
D : 実行  ＝ やってみよう
C : 検証  ＝ 効果のほどは?
A : 処置　＝ 継続、撤退、変更
  (注) 本PDCAは松田の我流アレンジが入っています

やってはいけないこと。
「PDCAを回してプロセス改善するぞ」と宣言すること
→ 変化を嫌う人は難癖付けて抵抗します。

ではどうするか
「小さなことを積み重ね、数字で納得させ、気が付いたら　あたり
まえの状態に定着」させてしまう
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5. 第二ステップ: 仮説と検証を継続(3/3)

 成果 : 2ヶ月単位での不具合解消数の推移
         (注) 開発メンバの人数構成は同じです。

改善取組後

改善取組前
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6. マネージャの役割: 情報共有と指示(1/4)
 取り組みを掲げるだけでは改善しない。

 マネージャは期待した効果を上げられるように
裏方からサポートする必要がある

(1) メンバが現状を理解できるように見える化を行う

(2) メンバに適切な指示を出す
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6. マネージャの役割: 情報共有と指示(2/4)
 修正中不具合の状態をマネージャが把握し、
適切な指示を出す → そのために タスクを見える化

チェックに追われる日々
のマネージャー

  タスク管理ツールですっきり管理

設計開始 レビュー テスト 完了

設計担当者 レビュワー テスト担当者

不具合修正のリレーのバトン。今、誰がバトンを持っていますか?
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6. マネージャの役割: 情報共有と指示(3/4)
 進捗状況の可視化 : 未来は過去の延長です。

                             一晩で奇跡の進展は起きません。

2ヶ月

2週間

不具合の対応状況

年間予算の消化状況

テストフェーズの
進捗グラフ

6ヶ月
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6. マネージャの役割: 情報共有と指示(4/4)
 リソースの組換 : 毎日、タスクの負荷平準化を行う

★ マネージャは朝令暮改を気にせず、
    「その時点での最適化」を維持してください。

ほぼ毎日
朝会代わりの
メールを送る
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7. 第三ステップ: 定着と次なる改善

 定着してきたら、更に定着させる
→ 振り返り会で、数値を連呼し続ける。
→ 数値があたりまえになれば、定着した証拠。

インシデント 1個あたりの平均時間
                      設計     テスト   
           目標値→ 12H(1.5日) 8H(1日) 
 2012_02_04月        11.7       6.3     
 2012_04_06月        12.4       5.1     
 2012_06_07月        11.2       5.1     
 2012_08_10月        16.7       7.3     
 2012-10_11月        12.8       7.8     
 2012-12_01月         9.9       4.7     
 2013-02_03月        13.4       7.2     
 2013-04_05月        12.3       5.1     

ほぼ安定して
設計=12H
テスト=6H
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7. 第三ステップ: 定着と次なる改善

 ちょっとずつ取り組み、気が付いたら定着していた
 →これこそ「気がついたらPDCA」

定着
(実力up)

定着

(実力up)
定着

(実力up)

定着
(実力up)

定着
(実力up)

定着

(実力up)

理想の組織

ちょっとずつ進歩
急に理想の組織
にはなれません
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8. まとめ ～PDCAを導入するには～

1. 目的を決め、「そのためには」を5回繰り返して、

手の届く目標にブレークダウンしましょう。

2. 小さな定着を積み重ねて、気が付いたら実力upしていた

と思えるようにしよう。

3.達成の成果は、できるだけ数字で示すようする。

4. 組織には「PDCA」とは言わず「気が付いたらPDCAに

なっていた」で充分。

5. ただしリーダーは「PDCA」を意識して仕込みを入れる。
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